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２０２３年 ８月 ３日発行
（公財）北海道農業公社

▼ 公社ＨＰ

https://www.adhokkaido.or.jp/

（第18号）

北海道とは思えないような暑い日々が続いておりますが、農作物の生育状況（7／15
現在）を見ますと、７月前半は気温がかなり高く、降水量も平年より多く推移して
おり、農作物の生育は全般に平年より早く進んでいます。
こうした中で、道内の１番牧草は、天候に恵まれたことで全道的に適期刈取がで

き、品質・収量ともに期待が持てそうな状況となっており、酪農をめぐる厳しさが
依然として続く中、明るい動きとなっています。

「農業公社ニュース」の第１８号をお届けいたします。

■ 新たな役員体制が決定

さる６月2２日開催の定時評議員会において、辞任を表明されていた小野
寺俊幸評議員、藤永康夫評議員、宮田大評議員の３名の後任に、樽井功氏
（北海道農業協同組合中央会代表理事会長）、千葉澄子氏（北海道指導農業
士協会会長）、水戸部裕氏（北海道農政部長）が評議員に選任されました。

また、同様に辞任を表明されていた串田雅樹理事、佐藤彰理事の２名の
後任に、小椋茂敏氏（北海道農業協同組合中央会副会長理事）、石井透氏（北
海道信用農業協同組合連合会経営管理委員会会長）が理事に選任されまし
た。

なお、新たな評議員、理事の任期については、定款の定めに基づき、前任
者の定款上の任期の残期間とされています。

評議員及び理事、監事の名簿は、「北海道農業公社の概要」［令和５年度
版］の10ページに掲載しておりますので、リンクを貼付いたします。併せ
て、他のページもお目通しいただければと存じます。

▼ 「北海道農業公社の概要」［令和５年度版］

https://www.adhokkaido.or.jp/pdf09_intopa/outline2023.pdf

【総務部】

農業公社
ニュース

https://www.adhokkaido.or.jp/
https://www.adhokkaido.or.jp/pdf09_intopa/outline2023.pdf
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■ コロナ明けの就農相談会に新工夫 ！

～ 「北海道新規就農フェア」の開催 ～

当公社主催の就農相談イベント「新規就農フェア」を、6月1７日に札幌
コンベンションセンターで開催しました。
３月以来の開催となりましたが、全道から５３地域のブース出展があり、

新型コロナ５類移行後の初のフェアということで、ブース内を隔てるビニー
ルシートとマスク以外は、ほとんど従来の会場が戻りました。

今回は各地域担い手育成センターのご協力で、地域のＰＲポイントをコン
パクトにまとめたポスターを会場の「市町村ＰＲコーナー」に掲示しました。
来場者からはご好評をいただき、出展者も合間をみて、他地区のポスターを
見学していました。
また、道農政部技術普及課からは、担い手対策のエキスパート職員が２名

派遣され、当公社の就農コーディネーターと協同で、事業制度などの相談に
迅速に対応していただきました。
こうした工夫の成果もあり、最終的な来場者は164人と、まずまずの盛

況でした。

引き続き、相談者・出展者の双方にご満足いただけるよう、事前の告知や
相談環境の整備に取り組みます。皆さん、お疲れさまでした！

◀ 好評の「市町村ＰＲ

コーナー」

タブレットの動画で

リアルな説明 ▶

【担い手支援部】
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■ 対面の情報交換に安心 ！

～ 全道７か所で地区別推進会議を開催 ～

地域担い手育成センターを中心とした担い手対策関係者を対象に、当公社
の事業や予算、制度改正などについて説明・情報交換する地区別推進会議を、
7月5日～20日、全道７か所（当麻町、北見市、釧路市、帯広市、岩見沢市、
函館市、苫小牧市）で開催しました。

当公社以外にも道農政部や農業大学校、花・野菜技術センター、日本政策
金融公庫といった関係機関や地元の指導農業士・農業士にも出席いただくな
ど、担い手確保に携わる方々が一堂に会する非常に貴重な場として、全力で
準備に努めました。

各会場では、当公社からの説明のあと、出席機関からも情報提供があり、
その後、質疑や意見交換が行われました。対面で意見や情報を共有できるこ
との価値を改めて感じたところです。

ご出席や会場提供など開催にご協力いただいた皆さん、ありがとうござい
ました。
なお、欠席された地域担い手育成センターについては、会議資料を順次発

送しています。

◀ 当麻町会場（７／５）

◀ 釧路市会場（７／11）

苫小牧市会場（７／20） ▶

【担い手支援部】
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■ 「農地中間管理事業評価委員会」を開催しました

さる６月23日に、令和４年度における農地中間管理事業の実施状況や推
進状況を評価するため、外部の有識者で構成する「農地中間管理事業評価
委員会（委員長：東山寛 北大大学院教授）」〔令和５年度 第１回〕を開催し、令和４年
度事業の実績に係る評価や法律改正に伴う今後の対応等についてご意見を
いただきました。

評価委員からは、担い手への農地集積率が９割を超えている本道と府県
との相違、各地の農業委員の活動を通じた円滑な賃貸や売買の実現、農地
中間管理機構と市町村農業委員会等関係機関・団体との連携の重要性など、
農家戸数の減少が続く中、地域の実情等を反映した様々な意見が出された
ところです。

▲ 評価委員会の様子

これらの意見や評価については、今後の事業推進に反映していきたいと
考えており、農地中間管理機構である当公社としては、今回の評価委員会
の結果を踏まえ、関係機関・団体と一層連携しながら事業を取り進めてま
いる所存です。

なお、「令和４年度農地中間管理事業に係る評価意見書」については、既
に当公社HPにて公表しておりますので、下記URLをご参照下さい。

https://www.adhokkaido.or.jp/chukankikou/wp-content/uploads/2023/06/R4_iken-1.pdf

【農用地部】

https://www.adhokkaido.or.jp/chukankikou/wp-content/uploads/2023/06/R4_iken-1.pdf
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■ 「令和５年度 第１回労働安全衛生強調旬間」の取組を実施

厚生労働省及び中央労働災害防止協会が主唱する全国安全週間（７月１～
７日）に合わせて、「令和５年度 第１回労働安全衛生強調旬間」を設定し、
『職員の安全意識の高揚』と『職場の安全活動の定着』をめざした取組を実
施しました。

また、厚生労働省の令和５年「STOP！熱中症 クールワークキャンペー
ン」を職員に周知して、熱中症予防対策にも取り組んでいます。

【統括労働安全衛生委員会】

■ 「令和５年度 十勝育成牧場農場ＨＡＣＣＰ等講習会」を開催

近年、施設・機械投資に力を注いできた中、継続的・安定的な経営の実現
を図るため、第４次中期経営方針（令和５～７年度）で掲げている「農場ＨＡＣＣＰ
認証基準等を活用した牧場管理システムの構築」に向けて、さる７月24～
25日、北海道立総合研究機構 畜産試験場（新得町）の山口副場長を講師にお招
きし、当公社の小田原理事長、大高専門理事、当牧場職員の計13名が出席
の上、ＨＡＣＣＰ等を取り入れた家畜衛生管理技術に係る講習会を開催しま
した。

初日の24日は、牧場内を３時間以上かけて廻り、飼養状況や防疫の現況、
石灰散布位置や作業動線の確認及び改善点のチェックなど、衛生管理に基づ
いた指導等をいただきました。
また、25日の講習会では、衛生管理システムの継続的な改善による食の

安全・安心や衛生管理、生産性、職員の意識の向上など、山口副場長の経験
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を踏まえた貴重なお話を伺うことができました。

今後ともシステム構築に向けた取組を進めてまいりたいと思います。

▲ 衛生管理エリア区分 概要配置図

▲ 講習会の様子

資料（一部） ▶

【十勝育成牧場】
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